
 
吉田中学校校歌 

   秩父の峯に おはようと  教えの庭の 窓ひらく 
   僕らは学ぶ 僕らは学ぶ  ああ 吉田中学 

   やがては巣立つ この窓が 僕らの心のふるさとになる 

  
 

  
       つなぐ襷（たすき）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月９日  第９号  秩父市立吉田中学校 

  ﾎー ﾑﾍ゚ ｼー゙  http://www.city-chichibu.ed.jp/yoshichu/ 

  

校 長 矢 口 岳 人 

新たな年がスタートしました。旧年中、保護者や地域の皆様、学校関係者の皆様におかれましては、本校の教

育活動に対しまして多大なるご支援とご協力を賜り、誠にありがとうございました。本年もどうぞよろしくお願

いいたします。 

年末年始は比較的暖かく、穏やかな日が続きました。そのような中、元日に大変大きな地震が能登地方で発生

してしまいました。この地震で犠牲となられた方々のご冥福をお祈り申し上げるとともに、そのご家族や被災さ

れた方々に、心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。今もなお、余震や物資の不足などにより多くの方々が

不安の中で過ごすことを余儀なくされていることと思います。被災地域の皆様の安全の確保を心より願うととも

に、一日も早い復旧・復興を心から願っております。 

年始には毎年１月１日に行われているニューイヤー駅伝や２，３日の箱根駅伝を見て正月を過ごすのが私の恒

例になっています。コロナ禍後、初めての駅伝ということで、多くの人が沿道で応援をしていました。今年は駒

澤大学の連覇という前評判が高い中、青山学院大学が総合優勝を果たしました。往路優勝を決めた後、青山学院

大学の原監督はインタビューで「１日に起こった能登半島地震で開催が危ぶまれましたが、関係者のご尽力によ

り予定通り箱根駅伝が実施できたことに感謝申し上げます。」と話していたのがとても印象的でした。 

そもそも駅伝の正式名称は「駅伝競走」です。その歴史を紐解くと、競技としての最初の駅伝は、１９１７年

に行われた「東海道駅伝徒歩競走」でした。これは、明治維新で江戸が東京に改称され、首都として定められた

東京奠都（てんと）の５０周年記念として讀賣新聞社が企画したものでした。この大会は京都の三条大橋から東

京の上野不忍池までの２３区間、約５１６km を昼夜問わず走り継ぐという過酷な襷リレーでした。東西対抗で

行われたレースは大成功を収め、これが箱根駅伝の”原型”となりました。今でも三条大橋と不忍池には、それぞ

れ「駅伝発祥の地」の碑があります。 

駅伝は日本発祥の競技で、国際名称は Road relay と言いますが、日本語のまま Ekiden とも言われています。

駅伝が多くの日本人に好まれているのはうなずける気がします。特に駅伝の魅力を高めているのは「襷（たすき）」

の存在です。各大学はこの襷に思いを込め、スタートからゴールまで襷を運ぶことを一つの目標にして走ります。

前の走者たちの汗と思い、そして頑張りがしみこんだ襷を全員で繋いでいくことが、この「駅伝の精神」ともい

えるのかもしれません。これまでの箱根駅伝では、途中で脱水症状や低血糖症などでとても危険な状態になって

しまう選手もいました。しかし、フラフラになりながらも中継地点までたどり着こうと必死に走ろうとするのは、

この「襷」の存在があるからなのだと思います。これまでの走者の思いや努力を引き継ぎ、そして次の走者に託

すことが自分の使命であると選手たちは強く思っているのでしょう。一本の襷はただの布の襷ではなく、様々な

人たちのこれまでの努力を未来の可能性へとつなぐバトンなのだと思います。私たちはその襷の価値や重さを十

分に理解し、必死で繋いでいく姿に感動を覚え、勇気や力をもらっているのではないでしょうか。 

学校も一本の襷をかけて前へ前へと進んでいます。３学期は今年度を締めくくる大切な学期であるとともに、

次の年度へつながる「ゼロ学期」とも呼ばれています。前年度から受け取った襷をどのように次年度へ渡すのか、

一人一人の生徒がその襷の渡し方をよく考えて、３学期を過ごしていってほしいと思います。 

令和６年も吉田中学校教職員一同、学校教育目標の「学び 鍛え 高め合う生徒」の育成を目指して全力で取

り組んでまいります。保護者の皆様、地域の皆様には、これまでと変わらぬご理解とご協力、温かいご支援を賜

りますようお願い申し上げます。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□教育活動アンケート結果 

 保護者の皆様による「第２回 吉田中学校教育活動に関するアンケート」のご協力ありがとうござい
ました。結果を裏面に載せました。前回に引き続き、今回の結果も、今後の学校教育へ生かして参りま
す。今後とも本校の教育活動へのご理解・ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

１日（月）元日 

４日（木）私立高受験者調査書配付 

８日（月）成人の日 

９日（火）３学期始業式 あいさつ運動  

下校１０：４０ 

１１日（木）校内実力テスト 部活なし  

下校１５：３０ 

１２日（金）身体測定（３年） 

１５日（月）身体測定（１年） 

１６日（火）秩父地区４高校見学（１年） 

身体測定（２年）ＰＴＡ広報委員会 

 

 

１月の行事予定 

１７日（水）第３回ＰＴＡ企画委員会 

１８日（木）生徒朝会 ＳＳＴ 部活なし 

１９日（金）英語検定 

２０日（土）秩父地区書きぞめ展（～２１日） 

２２日（月）生徒委員会 

２５日（木）保護者会（１年） スキー教室（２年） 

２６日（金）スキー教室（２年） 

３０日（火）１、２年二者面談（Ｂ日課）（２月７日まで） 

３１日（水）１、２年二者面談（Ｂ日課） 

      センパイようこそ！地域ふれあい講演会 

１２月６日（水）に引間会計事務所の引間さんを

講師にお迎えし、３年生を対象に租税教室を実施し

ました。３年生も社会科で 

公民分野を学んでいるとこ 

ろで、引間さんの税につい 

ての詳しいお話を聞き、理 

解を深めました。税につい 

て活発に話し合う３年生の姿が印象的でした。 

 

３年租税教室 

 

歯科健診 

 

第３５回秩父地区中学校バレーボール冬期大会 第３位  
出浦 紅麗（２年） 井澤 愛苺（１年） 齋藤 咲礼（１年） 水野 京香（１年） 

第８３回全国教育美術展   特選 岩田 梨穂（２年） 

全国中学生人権作文コンテスト地区予選 協議会長賞 浅見 莉香（２年） 

 

吉中生の活躍（敬称略） 

１２月５日（火）、６日（水）

に学校歯科医の勅使河原先

生にお越し頂き、歯科健診を

実施しました。歯は､体の健

康を保つため､とても重要な

役割を果たしています。自分

の歯を大切にしましょう。 

１２月上旬に各学年の教室において、縦割り清掃

を行いました。縦割り清掃とは、１、２、３年生の

生徒がそれぞれ数名ずつ 

一緒の班になって、掃除 

を行うものです。３年生 

がリーダーシップをとり、 

１、２年生も一生懸命掃除 

をしていました。 

縦割り清掃 

 

窓拭き隊 

年末の大掃除週間では、校

長と養護教諭の指導の下、各

学年の生徒による窓拭き隊

が結成され、学校の窓を隅々

まできれいにしていました。

とてもピカピカになり、素晴

らしかったです。  

 

１月１６日（火）～１月１９日（金）の期間中９：００～１６：００に、各階廊下に掲示してあります。どう

ぞご覧下さい。ご来校の際には、駐車場は体育館周辺をお使いください。入口は職員玄関となります。 

校内書きぞめ展の開催 


